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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気やややそそそののの成成成分分分はははカカカ
リリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天性性性異異異
常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。いまのうちに番号を
メモしておきましょう。

図図図 111

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事

故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この製品は本書掲載のとおりにウェイトを搭
載すること により、製造時の状態においてCEN
規格EN 836 ： 1997（但し所定のステッカーの
貼付が条件）、および米国連邦ANSI B71.4-2004
規格による乗用芝刈機の安全基 準を満たす製
品です。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりする
と、人身事故につながります。事故を防止する
ため、以下に示す安全上の注意や安全注意標識
のついている遵守事項は必ずお守りください。
これは「注意」、「警告」、「危険」など、人
身の安全に関わる注意事項を示しています。こ
れらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生することがあります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997、ISO規
格5395:1990 およびANSI規格B71.4-2004から抜
粋したものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このマニュアルや関連する機器のマニュア

ルをよくお読みください。各部の操作方法
や本機の正しい使用方法に十分慣れておき
ましょう。

• オペレータが日本語を読めない場合には、
オーナー の責任において、このオペレー
ターズ･マニュアル の内容を十分に説明し
てください。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械を
操作させないでください。地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けている
ことがありますのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では
絶対に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレー
タやユーザーが責任を負うものであること
を忘れないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適切
なトレーニングを行ってください。トレー
ニングはオーナーの責任です。特に以下の
点についての十分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な
注意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制
御することは非常に難しくなること。斜
面で制御不能となるおもな原因は：

◊ タイヤグリップの不足；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握
していなかった。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全
に責任があり、オペレータやユーザーの注意
によって事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 作業には頑丈な靴と長ズボン、および聴覚
保護具を着用してください。長い髪、だぶ
ついた衣服、装飾品などは可動部に巻き込
まれる危険があります。また、裸足やサン
ダルで機械を運転しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちてい
ないか、作業場所をよく確認しましょう。

• 警告―燃料は引火性が極めて高い 以下の注
意を必ず守ってください。

– 燃料は専用の容器に保管する。

– 給油は必ず屋外で行い、給油中は禁煙を
厳守する。

– 給油はエンジンを掛ける前に行う。エ
ンジンの運転中やエンジンが熱い間に燃
料タンクのフタを開けたり給油したりし
ない。

– 燃料がこぼれたらエンジンを掛けない。
機械を別の場所に動かし、気化した燃料
ガスが十分に拡散するまで引火の原因と
なるものを近づけない。

– 燃料タンクは必ず元通りに戻し、フタは
しっかり締める。

• マフラーが破損したら必ず交換してくださ
い。

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業
するにはどのようなアクセサリやアタッチ
メントが必要かを判断してください。メー
カーが認めた以外のアクセサリやアタッチ
メントを使用しないでください。

• オペレータ・コントロールやインタロック・
スイッチなどの安全装置が正しく機能して
いるか、また安全カバーなどが外れたり壊
れたりしていないか点検してください。こ
れらが正しく機能しない時には芝刈り作業
を行わないでください。
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運運運転転転操操操作作作

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め
切った場所ではエンジンを運転しないでく
ださい。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行っ
てください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメン
トのクラッチをすべて外し、ギアシフトを
ニュートラルにし、駐車ブレーキを掛けて
ください。

• 回転部やその近くには絶対に手足を近づけ
ないでください。また排出口の近くにも絶
対に人を近づけないでください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜
面での作業には特に注意が必要です。転倒
を防ぐため：

– 斜面では急停止・急発進しない。

– 斜面の走行や小さな旋回は低速で。

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に
注意すること。

– 斜面を横切りながらの作業は、そのよう
な作業のために設計された芝刈機以外で
は絶対行わないこと。

– マニュアルに指示があれば、カウンタ
バランス やホイールバランスを使用す
ること。

• 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠
らないようにしましょう。

• 道路付近で作業するときや道路を横断する
ときは通行に注意しましょう。

• 移動走行を行うときはリールの回転を止め
てください。

• アタッチメントを使用するときは、排出方
向に気を付け、人に向けないようにしてく
ださい。また作業中は機械に人を近づけな
いでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられて
いない状態のままで運転しないでください。
インタロック装置は絶対に取り外さないこ
と、また、正しく調整してお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジ
ンの回転数を上げすぎたりしないでくださ
い。規定以上の速度でエンジンを運転すると
人身事故が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– 平坦な場所に停止する；

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下
降させる；

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車
ブレーキを掛ける；

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを
停停停止止止さささせせせるるる前前前ににに555 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンン
グググ時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと
タタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが発発発生生生すすするるる
場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッ
チメントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、
エンジンを止めてください。

– 燃料を補給するとき

– 集草袋や集草バスケットを取り外すとき

– 刈り高を変更するとき。ただし運転位置
から遠隔操作で刈り高を変更できる時に
はこの限りでありません。

– 詰まりを取り除くとき

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行
うとき

– 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な
振動を感じたとき。機械に損傷がないか
点検し、必要があれば修理を行ってくだ
さい。点検修理が終わるまでは作業を再
開しないでください。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げ
ておいて下さい。また、燃料バルブの付いて
いる機種では燃料バルブを閉じてください。

• カッティングユニットに手足を近づけない
でください。

• バックするときには、足元と後方の安全に
十分な注意を払ってください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときな
どは、減速し周囲に十分な注意を払ってく
ださい。また、必ずブレードの回転を止め
てください。

• 刈りカスの排出方向に常に留意し、絶対に
人に向けないようにしてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転
は避けてください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろ
すときには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木な
どの障害物の近くでは安全に十分注意して
ください。
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保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボル
ト、ナット、ネジ類が十分に締まっている
かを確認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管す
る場合は、必ず燃料タンクを空にし、火元
から十分離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、
エンジンが十分冷えていることを確認して
ください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、
バッテリーの周囲に、余分なグリス、草や
木の葉、ホコリなどが溜まらないようご注
意ください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあ
るか点検を怠らないでください。消耗した
り破損した部品やステッカーは安全のため
早期に交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合
は屋外で作業を行ってください。

• 機械の調整中に指などを挟まれないように
十分注意してください。

• 複数のブレードを持つ機械では、１つのブ
レードを回転させると他も回転する場合が
ありますから注意してください。

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止
し、カッティングユニットを下げ、駐車ブ
レーキを掛け、エンジンを停止し、キーを
抜き取り、点火プラグのワイヤを抜いてく
ださい。また、必ず機械各部の動きが完全
に停止したのを確認してから作業に掛かっ
てください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや
駆動部、マフラーの周囲に、草や木の葉、
ホコリなどが溜まらないようご注意くださ
い。オイルや燃料がこぼれた場合はふきとっ
てください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体
を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの
力が掛かっている場合があります。取り外
しには十分注意してください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続と
点火プラグの接続（ガソリンエンジンの場
合）を外しておいてください。バッテリー
の接続を外すときにはマイナスケーブルを
先に外し、次にプラスケーブルを外してく
ださい。取り付けるときにはプラスケーブ
ルから接続します。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意し
てください。必ず手袋を着用してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してく
ださい。エンジンを駆動させたままで調整
を行うのは可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気
の良い場所で行ってください。バッテリー
と充電器の接続 や切り離しを行うときは、
充電器をコンセントから抜いておいてくだ
さい。また、安全な服装を心がけ、 工具は
確実に絶縁されたものを使ってください。

• マシンを格納する際には、カッティングユ
ニットを降下させるか、ユニットが下がら
ないように一番外側のデッキ（ウィング・
デッキ）にラッチを掛けておいて下さい。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたた
だだだくくくたたためめめににに：：： TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はCEN、ISO、ANSI規格には含ま
れていませんが、Toroの芝刈り機を安全に使
用していただくために必ずお守りいただきた
い事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばした
りする能力があります。重傷事故や死亡事故を
防ぐため、注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をする
とユーザーや周囲の人間に危険な場合がありま
す。

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質
ででであああるるる一一一 酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運
転転転しししななないいいこここととと。。。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきま
しょう。

• テニスシューズやスニーカーでの作業は避
けてください。

• 安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。
地域によってはこれらの着用が義務付けら
れていますのでご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。
こぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロック・スイッチは使用前に必ず点
検してください。スイッチの故障を発見し
たら必ず修理してから使用してください。
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• エンジンを始動する時は必ず着席してくだ
さい。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走
事故を防止するために以下の点にご注意く
ださい：

– サンドトラップや溝・小川、土手など
に近づかないこと｡

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速
してください｡急停止や急発進をしない
こと。

– 道路横断時の安全に注意｡常に道を譲る
心掛けを｡

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減
速し､確実な車両制御を行うこと｡

• ROPS（横転保護バー）を搭載している車両
では、絶対にROPSを取り外さないでくださ
い；また、運転するときには必ずシートベ
ルトを着用してください。

• 移動走行時にはカッティングユニットを上
昇させてください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本
体、マフラー、排気管などに触れると火傷
の危険がありますから手を触れないでくだ
さい。

• 斜面ではいつでも転倒の危険がありますが、
傾斜が急になるほど転倒の危険が大きくなり
ます。急な斜面での運転は避けてください。

斜面を下るときには、機体を安定させるた
めにカッティングユニットを下げておいて
ください。

• 走行ペダルはゆっくり操作してください。
また運転中、特に下り坂を走行中はペダル
から足を放さないでください。

ブレーキが必要な時にはペダルを後退側に
踏み込むと効果的です。

• 坂を登りきれない時は、絶対にUターンし
ないでください。必ずバックで、ゆっくり
と下がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら直ちにリー
ル停止｡注意力の分散、アップダウン、カッ
ティングユニットから飛びだす異物など思
わぬ危険があります。周囲に人がいなくな
るまでは作業を再開しないこと。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検して
ください。油圧を掛ける前に、油圧ラインの
接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホール・リークやノズルからは作
動油が高圧で噴出していますから、手などを
近づけないでください。リークの点検には新
聞紙やボール紙を使 い、絶対に手を直接差
し入れたりしないでください。高圧で噴出す
る作動油は皮膚を貫通し、身体に重大な損傷
を引き起こします。万一、油圧オイルが体内
に入ったら、直ちに専門医の治療を受ける。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエン
ジンを停止し、カッティングユニットを下
降させてシステム内部の圧力を完全に解放
してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的
に点検してください。必要に応じて締め付
けや修理交換してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなけ
ればならない時は、手足や頭や衣服をカッ
ティングユニットや可動部に近づけないよ
うに十分ご注意ください。

• Toro正規代理店でタコメータによるエンジ
ン回転数検査を受け、安全性と精度を確認
しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が必
要な時Toro 正規代理店にご相談ください。

• 交換部品やアクセサリはToro純正品をお求
めください。他社の部品やアクセサリを御
使用になると製品保証を受けられなくなる
場合があります。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル：：：4500-D4500-D4500-D
この機械は、EC規則98/37およびその改訂に定
める手順に則って同型機で測定した結果、オ
ペレータの耳の位置での連続聴感補正音圧レ
ベルが 89 dB（A）相当であることが確認され
ています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル：：：4700-D4700-D4700-D
この機械は、EC規則98/37およびその改訂に定
める手順に則って同型機で測定した結果、オ
ペレータの耳の位置での連続聴感補正音圧レ
ベルが 90 dB（A）相当であることが確認され
ています。

音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、EC規則2000/14 に定める手順に
則って同型 機で測定した結果、音力レベルが
105 dBA/1pW であることが確認されています。
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この数値はEC規則2000/14及びその改訂に定め
る手順に則って同型機で測定した結果です。

振振振動動動レレレベベベルルル

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

この機械は、EN 1033 規定に則って同型機で測
定した結果、手・腕部の最大振動レベルが 2.5
m/s2未満であることが確認されています。

全全全身身身

この機械は、EN 103 規定に則って同型機で測
定した結果、全身の最大振動レベルが 0.5 m/s2
未満であることが確認されています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

108-5278108-5278108-5278

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

93-727593-727593-7275

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 始動補助剤の使用禁止

114-9600114-9600114-9600

93-727293-727293-7272

1. ファンによる手足切断の危険：可動部に近づかないこと

105-3888105-3888105-3888

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 駐車ブレーキのロック手順：左右のペダルをピンでつなぐ； ペ
ダルを踏み込んでノブを引く。

3. 駐車ブレーキの解除手順：ペダルを踏み込む。

106-6755106-6755106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告 － 表面が熱い。触れ
ないこと。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告 － オペレーターズマ
ニュアルを読むこと。
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105-7506105-7506105-7506

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

4. エンジン － 予熱

2. エンジン － 停止 5. エンジン － 始動
3. ON

93-669993-669993-6699

1. 走行速度 3. 無段階速度調整

2. 低速 4. 高速

106-6754106-6754106-6754

1. 警告 － 表面が熱い。触れないこと。

2. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれの
危険：可動部に近づかないこと。

105-9830105-9830105-9830

（CE用）

1. ロック 2. ロック解除

93-668693-668693-6686

1. 油圧オイル 2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。
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112-5297112-5297112-5297

1. 警告 ― オペレーターズマニュアル を読むこと； 必ず、講習を受けてから運転すること。

2. 警告 － このマシンの牽引を行う前に、オペレーターズマニュアルを読むこと。

3. 転倒の危険 ― 旋回する時は速度を落とすこと；高速でターンしないこと；下り坂ではカッティングユニットを下降させること；ROPS（横転
保護バー）とシートベルトを使うこと。

4. 警告 ― 斜面に駐車しないこと；平らな場所で、駐車ブレーキを掛け、カッティングユニットを下降させ、エンジンを停止させ、マシンから
離れる場合にはキーを抜き取ること

5. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

6. 巻き込まれの危険； ベルト ― 可動部が動作中にカバーを外さないこと； すべてのカバーを正しく取り付けること。

112-5298112-5298112-5298

（ CE用 ： 112-5297 の上から貼付する*
* この安全ステッカーには、ヨーロッパの芝刈り機安全規格 EN 836:1997 に適合するために必要な、斜面での運転に関する注意事項が記載されています。ここに記載さ

れている斜面の角度は、この規格で記述され、また要求されている控えめな角度です。

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告 － このマシンの牽引を行う前に、オペレーターズマニュアルを読むこと。

3. 転倒および衝突の危険 － 15 °以上の斜面では運転禁止。シートベルトを着用し、下り坂ではカッティングユニットを下げること。

4. 警告：車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジンを停止し、キーを抜くこと。

5. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

6. 巻き込まれの危険； ベルト ― 可動部が動作中にカバーを外さないこと； すべてのカバーを正しく取り付けること。
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108-4044108-4044108-4044

1. カッティングユニット下降 10. 切

2. カッティングユニットを下げること 11. PTO

3. 右側カッティングユニット（GM 4700-Dのみ） 12. 高

4. 中央カッティングユニット 13. 低

5. 左側カッティングユニット（GM 4700-Dのみ） 14. トランスミッション

6. 高速 15. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと。

7. 無段階調整 16. エンジン始動手順； 着席し、キーを ON 位置に回し、グロー
表示が消えたらSTART位置に回し、エンジンが始動したら駐
車ブレーキを解除してよい。

8. 低速 17. エンジンの停止手順：デッキを降下させ、PTOを解除し、始動
キーを STOP 位置に回して抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

9. 入

106-9290106-9290106-9290

1. 入力 5. 着席 9. 出力 13. 始動

2. バックラップ 6. PTO スイッチ 10. PTO 14. パワー

3. オーバーヒート時のエンジ
ン停止

7. 駐車ブレーキ OFF 11. 始動

4. オーバーヒート時の警告 8. ニュートラル 12. ETR

11



105-9895105-9895105-9895
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

シート・キット：モデル 30398（別売） 1

シート･サスペンショ ン・キット：モデル
30312（機械式サスペンション）又は30313
（エア･サスペンション）（別売）

1

シートベルト 1

キャップスクリュ, 7/16-20 x 1 in 2

ロックワッシャ, 7/16 in 2

マニュアル保管チューブ 1

111

R クランプ 2

運転席、シートベルト、マニュアル保管
チューブを取り付けます。

222 必要なパーツはありません。 – マシンのグリスアップを行ってください。

333 必要なパーツはありません。 – 後アクスル・オイル、油圧オイル、エンジ
ン・オイルの量を点検します。

オペレーターズマニュアル 1

エンジンマニュアル 1

パーツカタログ 1444
オペレータのためのトレーニング資料 1

運転を始める前にマニュアルを読み、ト
レーニング資料をご覧下さい。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
運運運転転転席席席、、、シシシーーートトトベベベルルルトトト、、、マママニニニュュュアアアルルル
保保保管管管チチチュュューーーブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 シート・キット：モデル 30398（別売）

1 シート･サスペンショ ン・キット：モデル30312（機械式サ
スペンション）又は30313（エア･サスペンション）（別売）

1 シートベルト

2 キャップスクリュ, 7/16-20 x 1 in

2 ロックワッシャ, 7/16 in

1 マニュアル保管チューブ

2 R クランプ

手手手順順順

出荷に際して運転席は取り付けておりません。
デラックス･シート･キット（Model 30398）、
およびシート･サスペンション・キット（Model

30312または30313）、を別途注文の上、取り
付けてください。

1. Ｒクランプ（付属部品；2個）を使用して、
マニュアル保管チューブをシート・サスペ
ンションに取り付ける(図 3)。

図図図 333

1. マニュアル保管チューブ 3. シートベルトの巻き取り部

2. R クランプ 4. シートベルトのバックル
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2. ボルトとロック･ワッシャ（付属部品）を使
用して、運転席両側にシートベルトを取り付
ける(図 3)。シートベルトは、バックル側を
座席の左に、巻き上げ部を右に取り付ける。

重重重要要要 シシシーーートトト・・・スススイイイッッッチチチののの配配配線線線をををハハハーーーネネネスススととと
接接接続続続しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. シートを前後一杯にスライドさせ、シート・
スイッチの配線が引っ張られたり可動部に
接触する可能性がないか点検する。

2
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

初めて運転する前にマシン全体のグリスアップ
を行って ください。「潤滑」の項を参照。こ
の作業を怠ると重要部品に急激な磨耗が発生し
ますから注意してください。

3
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 初回運転の前に、後アクスル・オイルの量
を点検してください。「駆動系統の保守」
の「後アクスル・オイルの点検」を参照。

2. 初回運転の前に油圧オイルの量を確認して
ください。「運転」の章の「油圧オイルの
量の確認」を参照。

3. 初回運転の前に油圧オイルの量を確認して
ください。「運転」の章の「エンジン・オ
イルの点検」を参照。

4
マママニニニュュュアアアルルルををを読読読みみみトトトレレレーーーニニニンンングググ資資資
料料料ををを見見見るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 オペレーターズマニュアル

1 エンジンマニュアル

1 パーツカタログ

1 オペレータのためのトレーニング資料

手手手順順順

1. マニュアルを読む。

2. トレーニング資料を見る。

3. 安全な場所に書類を保管する。
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製製製品品品ののの概概概要要要

図図図 444

1. ハンドル 4. 走行ペダル 7. ROPS（横転保護バー）

2. ブレーキ 5. マニュアル保管チューブ

3. カッティングユニット 6. フード／エンジン収納部

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル(図 5)は前進走行と後退走行を制御
します。ペダル前部を踏み込むと前進、後部を
踏み込むと後退です。走行速度はペダルの踏み
込み具合で調整します。スロットルが FAST 位
置にあり負荷が掛かっていない状態でペダルを
一杯に踏み込むと最高速度となります。

ペダルの踏み込みをやめると、ペダルは中央位
置に戻り、走行を停止します。

前前前進進進速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

前進速度コントロール（図 5）は、走行ペダル
の踏み込み限度を前もって設定し、アップダウ
ンの激しい場所でも一定速度を維持すること
ができます。

キキキーーー･･･スススイイイッッッチチチ

始動キー（図 5）には3つの位置があります：
OFF, ON/Preheat, STARTです。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

充電インジケータ（図 5）は、充電系統に異常
が発生すると点灯します。

冷冷冷却却却水水水温温温警警警告告告灯灯灯

エンジンの冷却水の温度が異常に高くなると
ランプ（図 5）が点灯し、自動的にエンジン
を停止させます。

グググロロローーープププラララグググ・・・イイインンンジジジケケケーーータタタ

グロープラグが作動中に、ランプ（図 5）が
点灯します。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

ランプ（図 5）は、エンジン・オイルの圧力が
異常に低下すると点灯します。
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図図図 555

1. 走行ペダル 5. 充電インジケータ

2. 前進速度コントロール 6. 冷却水温警告灯

3. 始動キー 7. グロープラグ・インジケータ

4. エンジン・オイル圧警告灯

速速速度度度制制制限限限ネネネジジジ

これらのネジ（図 6）を使ってペダルの前後へ
の踏み込み深さを制限し、前進速度や後退速度
を制限することができます。

重重重要要要 こここれれれらららのののネネネジジジははは、、、ポポポンンンプププのののススストトトロロローーークククののの
範範範囲囲囲内内内ででで調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。ポポポンンンプププのののススストトトロロローーー
ククク限限限界界界ををを超超超えええてててペペペダダダルルルををを踏踏踏みみみ込込込むむむととと、、、ポポポンンンプププ
ををを破破破損損損すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

図図図 666

1. 前進速度制限ネジ 2. 後退速度制限ネジ

ブブブレレレーーーキキキ・・・ペペペダダダルルル

2枚のペダル（図 7）により左右の車輪を独立
で制御し、旋回性能や駐車、斜面での走行性
能を高めています。駐車ブレ ーキを掛けると
きや移動走行の際にはロックピンで2枚を連結
して使用します。

図図図 777

1. ブレーキ・ペダル 3. 駐車ブレーキのラッチ

2. ペダルのロック用ラッチ

ペペペダダダルルルのののロロロッッッククク用用用ラララッッッチチチ

ペダルのロック用ラッチ（図 7）を使って2枚
のペダルを連結して駐車ブレーキを掛けます。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキのののラララッッッチチチ

コンソール左側にあるノブを引くと、駐車ブ
レーキ（図 7）がロックします。駐車ブレーキ
を掛けるには、ロック用ラッチピンで2枚のペ
ダルを連結し、両方のペダルを踏み込んで、駐
車ブレーキ用ノブを引きます。ブレーキを解除
するには、ラッチが落ちるまでペダルを踏み
込んでやります。

スススロロロッッットトトルルル・・・コココンンントトトロロローーールルル

コントロール（図 8または図 9）を前に倒すと
エンジン回転速度が速くなり、後ろに引くと遅
くなります。
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図図図 888

ModelModelModel 4500-D4500-D4500-D

1. スロットル・コントロール 5. PTO スイッチ

2. 昇降レバー 6. ハイ・ロー速度コントロール

3. アワー・メータ 7. 電源ソケット

4. エンジン温度計

図図図 999

ModelModelModel 4700-D4700-D4700-D

1. スロットル・コントロール 5. PTO スイッチ

2. 昇降レバー 6. ハイ・ロー速度コントロール

3. アワー・メータ 7. 電源ソケット

4. エンジン温度計

昇昇昇降降降レレレバババーーー

このレバー（図 8）で、カッティングユニッ
トの昇降を行います。

アアアワワワーーー・・・メメメーーータタタ

アワー・メータ（図 8）は、本機の積算運転時
間を表示します。

エエエンンンジジジンンン温温温度度度計計計

この温度計（図 8）で、エンジンの冷却水の温
度を確認します。

PTOPTOPTOスススイイイッッッチチチ

PTOスイッチ（図 8）には2つの位置がありま
す：ON（作動）と OFF（解除）です。スイッ
チ前部を押すと 「ON」位置となってブレード
の回転を許可します。スイッチ後部を押すと
「OFF」位置となり、ブレードの回転を禁止し
ます。

ハハハイイイ・・・ロロローーー速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

このスイッチ（図 8）で、芝刈り作業用と移動
走行用のモードの切り換えを行います。ハイ・
レンジではカッティングユニットは作動しませ
ん。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電源ソケット（図 8）から電動アクセサリ用に
12 Vの電源をとることができます。

燃燃燃料料料計計計

燃料計（図 10）は、燃料タンクに残っている
燃料の量を表示します。

図図図 101010

1. 燃料計

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののラララッッッチチチ（（（CECECE諸諸諸国国国用用用）））

カッティングユニットが上昇位置にあるとき、
このラッチ（図 11または図 12）で中央のユ
ニットの操作レバーをロックします。
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図図図 111111

ModelModelModel 4500-D4500-D4500-D

1. カッティングユニットのラッチ

図図図 121212

ModelModelModel 4700-D4700-D4700-D

1. カッティングユニットのラッチ

仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの仕仕仕様様様

4500-D4500-D4500-D 4700-D4700-D4700-D

刈幅 2.8 m 3.8 m

全幅（カッティング
ユニット降下時）

286 cm 391 cm

全幅（カッティング
ユニット上昇時）

224 cm 224 cm

全長 370 cm 370 cm

高さ（ROPSを
含む）

216 cm 216 cm

地上高 15 cm 15 cm

トレッド（前輪） 224 cm 224 cm

トレッド（後輪） 141 cm 141 cm

ホイールベース 171 cm 171 cm

重量（カッティ
ングユニットを
含み、油脂類を

含まない）

1870 kg 2120 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややアアアクククセセセサササリリリ

メーカーが認定する Toro 様々なアタッチメン
トやアクセサリでお仕事の幅をさらに広げてく
ださい。アタッチメントやアクセサリについて
の情報は、 正規ディーラー またはディストリ
ビュータへ。インターネット www.Toro.com も
ご利用ください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位
置置置ででで 858585 dBAdBAdBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけ
るるるととと聴聴聴覚覚覚ににに障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰ででで
もももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととががが
でででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停
止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷しています
が、初回運転の前後に必ずエンジン･オイルの
量を確認してください。

油量は約7.6 リットル（フィルタ共） です。

以下の条件を満たす高品質なエンジン・オイル
を使用してください：

• API規格CH-4、CI-4 またはそれ以上のクラ
ス。

• 推奨オイル：SAE 15W-40（-18℃以上）

• 他に使用可能なオイル：SAE 10W-30 また
は 5W-30（全温度帯）

注注注 Toro のプレミアム・エンジン・オイル
（10W-30 または 5W-30）を代理店にてお求
めいただくことができます。パーツカタロ
グでパーツ番号をご確認ください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. エンジン・カバーのロックを解除し、カ
バーを開ける。

3. ディップスティックを抜き取り、付いてい
るオイルをウェスで拭き、もう一度一杯に
差し込んで抜きとる。

FULL 位置図 13まであればよい。

図図図 131313

1. ディップスティック

4. 不足している場合は、キャップ（図 14）
を取り、Full 位置までオイルを補給する。
入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

図図図 141414

1. エンジン・オイル・キャップ

注注注 種類の異なるオイルを使うときには、古
いオイルを全部抜き取ってから新しいオ
イルを入れること。

5. オイル・キャップとディップスティック
を取り付ける。

6. エンジン・カバーを閉じ、ラッチを掛ける。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

毎日、冷却液の量を点検してください。容量は
10.4 リットルです。

1. ラジエターと補助タンクのふた（図 15）
を注意深く開ける。
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エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるととと、、、高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ががが吹吹吹ききき出出出ししし
てててやややけけけどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• エエエンンンジジジンンン回回回転転転中中中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。

••• キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使使使
いいい、、、高高高温温温ののの水水水蒸蒸蒸気気気ををを逃逃逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくく
りりりととと開開開けけけるるるこここととと。。。

図図図 151515

1. 補助タンク

2. ラジエター内部の液量を点検する。補給口
の首の上部まであればよい。また、補助タ
ンク側面についてい るFULLマークまであ
ればよい。

3. 液量が不足している場合には冷却液は水
とエチレングリコール不凍液の50/50 混合
液を補給する。水だけの使用やアルコー
ル系、メタノール系の冷却液の使用は避
けること。

4. ラジエターと補助タンクのふたを取り付
ける。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない（微量：500 ppm 未満、また
は極微量：15 ppm 未満）の新しい軽油または
バイオ･ディーゼル燃料以外は使用しないでく
ださい。セタン値が 40以上のものをお使いく
ださい。燃料の劣化を避けるため、180日以
内に使いきれる程度の量を購入するようにし
てください。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの容容容量量量：：： 79 リットル

気温が -7℃ 以上では夏用燃料（2号軽油）を使
用しますが、気温が -7℃ 以下の季節には冬用
燃料（1号軽油または1号と2号の混合）を使用
してください。低温下で冬用ディーゼル燃料を
使うと、発火点や流動点が下がってエンジンが
始動しやすくなるばかりでなく、燃料の成分分
離（ワックス状物質の沈殿）によるフィルタの
目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7℃ 以上の季節には夏用燃料を使用す
る方が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリ
ンンンををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななな
いいいとととエエエンンンジジジンンンががが破破破損損損しししままますすす。。。

燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわ
るるる。。。まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身
体体体ににに重重重篤篤篤ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• ノノノズズズルルルややや容容容器器器ののの口口口ににに顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

この機械はバイオディーゼル燃料を混合した
B20燃料（バイオディーゼル燃料が20％、通常
軽油が80％）を使用することができます。た
だし、通常軽油は硫黄分の少ない、または極
微量のものを使ってください。以下の注意を
守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分が ASTM D6751 また
は EN 14214 に適合していること。

• 混合後の成分構成が ASTM D975 または
EN 590 に適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料は塗装部を傷
める可能性がある。

• 寒い地方ではB5（バイオディーゼル燃料
が5％）またはそれ以下の製品を使用する
こと。

• 時間経過による劣化がありうるので、シー
ル部分、ホース、ガスケットなど燃料に直
接接する部分をまめに点検すること。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてか
らしばらくの間は燃料フィルタが目詰まり
を起こす可能性があります。

• バイオディーゼル燃料についてのより詳細
な情報は代理店におたずねください。
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燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどど
ややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷
えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態ででで
ははは、、、絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててははは
ななならららななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容
器器器ににに入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで
保保保管管管すすするるる。。。180180180 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは
避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取
りりり付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリ
ンンンににに引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆
発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引
ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直
接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給
しししななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッ
ククク製製製ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気
ののの逃逃逃げげげ場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、
車車車輪輪輪ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを
行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわ
なななけけけれれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンククク
のののノノノズズズルルルかかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら
給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけ
れれればばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料
タタタンンンクククののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給
油油油ををを行行行ううう。。。

1. 燃料タンクのキャップ（図 16）を取る。

図図図 161616

1. 燃料タンクのキャップ

2. タンクの首の根元より 25 mm程度下まで燃
料を入れる。燃料は２号軽油を使用する。
給油が終わったらキャッ プを締める。

注注注 可能であれば、作業後に毎回燃料を補給
しておくようにしてください。これにより
燃料タンク内の結露を少なくすることが
できます。

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷
えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは
燃燃燃料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら252525 mmmmmm 程程程度度度下下下
まままでででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃
料料料ががが膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空
間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保
存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるる
こここととと。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

油圧オイルタンクに約 28 リットルのオイルを
満たして出荷しています。初めての運転の前に
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必ず油量を確認し、その後は毎日点検してくだ
さい。推奨オイルの銘柄を以下に示します：

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 ToroToroToro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売してい
ます（19 リットル缶または 208 リットル缶）。パーツカタログま
たは代理店でパーツ番号をご確認ください。

代替製品： Toro のオイルが入手できない場
合は、以下に挙げる特性条件および産業規格
を満たすオイルを使用することができます。
合成オイルの使用はお奨めできません。オイ
ルの専門業者と相談の上、適切なオイルを選
択してください： 不適切なオイルの使用によ
る損害については弊社は責任を持ちかねます
ので、品質の確かな製品をお使い下さる様お
願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液,,, ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 ～ 48
cSt @ 100°C 7.9 ～ 8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140～160

流動点, ASTM D97 -37℃～-45℃

産業規格：

ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース
M-2950-S（品質レベル）, デニソン HF-0

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であ
り、そのためオイル洩れの発見が遅れがちで
す。油圧オイル用の着色剤（20cc 瓶）をお使
いいただくと便利です。1瓶で15～22 リットル
のオイルに使用できます。パーツ番号は P/N
44-2500。ご注文は Toro 代理店へ。

生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル －－－ MobilMobilMobil EALEALEAL 224H224H224H

ToroToroToro生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを販販販売売売しししててていいいままますすす （19 リットル缶また
は 208 リットル缶）パーツカタログまたは代理店でパーツ番
号をご確認ください。

他他他ににに使使使用用用可可可能能能なななオオオイイイルルル：：： Mobil EAL 224H

注注注 植物性オイルをベースにした油オイルであ
り Toro 社が本機への使用を認めている唯一の
生分解オイルです。通常の油圧オイルに比べて
高温への耐性が低いので、本書の記述に従って
必要に応じてオイルクーラを装備し、所定の交
換間隔を守ってお使いください。鉱物性のオイ
ルが混合すると、生分解オイルの毒性や生分解
性能が悪影響を受けます。従って、通常のオイ
ルから生分解オイルに変更する場合には、所定
の内部洗浄手順を守ってください。くわしくは
Toro 代理店にご相談 ください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニッ
トを下降させ、エンジンを停止させてキー
を抜き取る。

2. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに
拭き、キ ャップ（図 17）を外す。給油口
からキャップを取る。

図図図 171717

1. 油圧オイル・タンクのキャップ

3. 補給口の首からディップスティックを抜
き、ウ ェスできれいに拭う。もう一度首に
差し込んで引き抜き、オイルの量を点検す
る。2本のマークの間にあれば適正である。

4. 油量が少なければ上マークまで補給する。

5. ディップスティックとキャップを取り付
ける。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

タイヤは空気圧を高めに設定して出荷していま
す。運転前に正しいレベルに下げてください。
適正範囲は前後輪 とも138 kPa（1.4 kg/cm2）
です。使用開始前に毎日点検してください。

重重重要要要 全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤををを同同同じじじ圧圧圧力力力ににに調調調整整整しししななないいい
ととと機機機械械械ののの性性性能能能ががが十十十分分分ににに発発発揮揮揮ささされれれずずず、、、刈刈刈りりり上上上ががが
りりりののの質質質ががが悪悪悪くくくなななりりりままますすす。。。規規規定定定以以以下下下ででで使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

重重重要要要 以以以下下下ののの場場場合合合にににははは燃燃燃料料料シシシススステテテムムムのののエエエアアア抜抜抜
きききががが必必必要要要ででですすす：：：

• 燃料切れでエンジンが停止した時

• 燃料系統の整備作業を行った後

燃料系統の整備 , 35ページを参照してく
ださい。

1. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュ ー
トラル位置にあることを確認する。さら
に、駐車 ブレーキが掛かっていることを
確認する。
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2. スロットル・コントロールをロー・アイド
ル位置とする。

3. キーを RUN 位置に回す。グローランプの点
灯を確認する。

4. グローランプが消えたら、キーをSTART位
置に回す。エンジンが始動したらすぐに
キーから手を放す。キーは RUN 位置に戻
る。スロットル・コントロールを希望の
位置にセットする。

重重重要要要 スススタタターーータタタ・・・モモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトををを
防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、スススタタターーータタタははは151515秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続
ででで回回回転転転さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。101010 秒秒秒間間間連連連続続続ででで
使使使っっったたたららら、、、キキキーーーをををOFFOFFOFF位位位置置置ににに戻戻戻ししし、、、始始始動動動手手手順順順
ををを確確確認認認ししし、、、151515 秒秒秒間間間待待待っっってててかかからららもももううう一一一度度度ススス
タタターーータタタををを回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。

外気温度が－７℃以下の時は、スタータを
30 秒間連続で回転させることができます。
30 秒間連続で使ったら次の使用まで60 秒
間の待ち時間を取ってください。

5. エンジンを初めて始動した時、エンジンや
トランスミッション、アクスルなどのオー
バーホールを行った後などは、1～2分間の
時間を取って前進後退走行の確認を行う。ま
た、昇降レバーやPTOレバーを操作して各部
の作動状態を確認する。ハンドルを左右一
杯に切って応答を確認する。以上の点検の
後、エンジンを停止させ、オイル漏れや各
部のゆるみなどがないかさらに点検する。

機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部がががすすす
べべべててて完完完全全全 ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
さささせせせるるる前前前ににに555 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間ををを
とととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停
止止止すすするるる前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャををを冷冷冷却却却しししままますすす。。。
こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが
発発発生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

注注注 駐車するときには必ずカッティングユニッ
トを降下させてください。これにより、油圧系
統の負荷がなくなり、各部やパーツの磨耗が
少なくなるだけでなく、カッティングユニッ
トが不意に落下するなどの事故を防ぐことが
できます。

1. スロットル・コントロールをスロー位置
とする。

2. PTO レバーを OFF 位置とする。

3. 駐車ブレーキを掛け、

4. キーを OFF 位置に回す。

5. 事故防止のため、キーは抜き取っておく。

イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点
検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､
こここれれれををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起
こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららししし
ななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチののの動動動作作作
ををを点点点検検検ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換
修修修理理理すすするるる。。。

本機には、電気系統にインタロック・スイッチ
が組み込まれています。インタロック･スイッ
チは、オペレータが座席にいないのに走行ペダ
ルが踏まれた場合にエンジンを停止させます。
走行ペダルがニュートラル位置にある時には
オペレータが座席を離れてもエンジンは停止
しません。PTOと走行ペダルを解除しておけば
エンジンは回転を続けますが、運転席を離れ
る場合にはいつでもエンジンを停止させる習
慣をつけてください。

インタロック・スイッチの点検手順を以下に
示します：

1. ゆっくりとした速度で、比較的広い、障害
物のない場所に移動する。カッティングユ
ニットを降下させ、エンジンを停止し、駐
車ブレーキを掛ける。

2. 着席し、走行ペダルを踏み込む。エンジン
を始動させてみる。クランキングしなけれ
ば正常。ク ランキングする場合はインタ
ロック・スイッチが故障しているので、
運転前に修理する。

3. 着席し、エンジンを始動させる。座席から
立ち上がっ てPTOスイッチをONにする。PTO
が回転を開始し なければ正常。回転する場
合はインタロック・スイッチが故障してい
るので、運転前に修理する。

4. 着席し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを
始動させる。走行ペダルを前進または後退
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方向に踏み込む。エ ンジンが停止すれば
正常。停止しない場合はインタロック・
スイッチが故障しているので、運転前に
修理する。

注注注 安全インタロック･スイッチの点検は
SCM についているLED を使って行うことも
できます。.

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
緊急時には、油圧ポンプについているバイパ
ス・バルブを開いて本機を牽引または押して
移動することができます。但し、移動距離は
400 m 以内としてください。

重重重要要要 牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、333～～～555 km/hkm/hkm/h とととしししててて
くくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度ででではははトトトララランンンスススミミミッッッ
シシショョョンンン機機機器器器ににに損損損傷傷傷ををを与与与えええるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。本本本
機機機ををを押押押しししててて或或或いいいははは引引引いいいててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、
必必必ずずずバババイイイパパパススス・・・バババルルルブブブををを開開開くくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 機機機械械械ををを後後後ろろろににに押押押しししててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合ににに
ははは、、、444輪輪輪駆駆駆動動動マママニニニホホホルルルドドドのののチチチェェェッッッククク・・・バババルルルブブブ
もももバババイイイパパパスススさささせせせるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。バババイイイパパパススス
さささせせせるるるにににははは、、、ホホホーーーススス・・・アアアセセセンンンブブブリリリ（（（ホホホーーーススス：：：
P/NP/NP/N 95-884395-884395-8843、、、カカカッッップププラララ・・・フフフィィィッッッテテティィィンンングググ：：：P/NP/NP/N
95-098595-098595-0985（（（222個個個）））、、、油油油圧圧圧フフフィィィ ッッッテテティィィンンングググ：：：P/NP/NP/N
340-77340-77340-77（（（222 個個個）））ををを後後後退退退走走走行行行テテテススストトト・・・ポポポーーートトトににに
接接接続続続ししし、、、444輪輪輪駆駆駆動動動油油油圧圧圧テテテススストトト・・・ポポポーーートトトででで流流流れれれををを
逆逆逆転転転さささせせせままますすす。。。

1. フードを開け、中央のシュラウドを取る。

2. バイパス・バルブのレバー（図 18）を右ま
たは左に90°回転（4分の1回転） させる
と内部でバイパスが形成される。これによ
り、トランスミッ ションを破損することな
く機械を押して移動できる ようになる。
バルブを開けたとき、どちらの方向に 回
したかを覚えておくこと。

図図図 181818

1. バイパス・バルブ

3. エンジンを掛ける時にはバルブを元通りに
90度（1/4回転）閉める。但し、7～11 Nm
以上のトルクで締め付けないよう注意す
ること。

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ・・・ポポポイイインンントトト
• 機体前部：左右の駆動輪の内側のフレーム

• 機体後部：アクスルの中央

ロロローーープププ掛掛掛けけけのののポポポイイインンントトト
• 機体前部：左右の前ステップ

• 機体後部：後バンパー

運運運転転転ののの特特特性性性
この芝刈機はHST（ハイドロスタティック・ト
ランスミッション）を採用しており、一般の芝
管理用機械とは異なった特性をもっています。
よく練習してから運転してください。運転に当
たっては、トラクションユニットおよびカッ
ティングユニットやその他のインプレメントを
効率よく作動させていただくために気をつける
べき点があります。特に、トランスミッション
の原理、エンジン速度と負荷との関係、ブレー
ドやその他のインプレメントに掛かる負荷の
大きさ、ならびにブレーキの効果的な使用方
法をよく理解してください。

トラクションユニットおよびカッティングユ
ニットに十分なパワーを供給してやるために
は、エンジンがほぼ一定の高速度で回転を続け
させてやる必要があります。このコツは、走行
ペダルの踏み込みに注意することです。カッ
ティングユニットへの負荷が大きくなったら走
行に掛かる負荷を下げてやるきとです。

エンジンの回転数が落ちてきたら、ペダルの踏
み込みを浅くして走行速度を落としてやりま
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しょう。そうしてエンジンの回転が上がってき
たら、再び走行ペダルを踏み込みます。一方、
移動走行時のように、カッティングユニットが
回転しておらず、カッティングユニットへの負
荷がない場合には、ペダルを一杯に踏み込んで
最高速度で走行することができます。

もう一つのポイントはブレーキ・ペダルの使い
方です。旋回時にブレーキを使用すると、小さ
な半径で旋回することができます。但し、誤っ
て芝を傷つけないよう注意が必要です。特に、
ターフが柔らかいときやぬれているときは注意
してください。ブレーキは斜面での運転にも応
用できます。例えば、斜面を横断中に山側の車
輪がスリップして地面に走行力を伝えられなく
なる場合があります。このような場合には、山
側のブレーキをゆっくり、スリップが止まる所
まで踏み込んでやると、谷側の走行力が増加
し、安定した走行ができるようになります。

斜面の通行には最大の注意を払ってください。
運転席の固定ラッチが確実に掛かっていること
を確認し、必ずシートベルトを着用してくだ
さい。また、転倒事故を防止するために、法
面での速度の出しすぎや急旋回に十分注意し
てください。そして、下り坂では、機体を安
定させるためにカッティングユニットを下げ
てください。

こここののの芝芝芝刈刈刈機機機でででははは、、、草草草地地地ででで作作作業業業中中中にににブブブレレレーーードドド
ににに当当当たたたっっっ たたた異異異物物物ははは、、、地地地面面面ににに打打打ちちち込込込まままれれれてててそそそ
ののの運運運動動動エエエネネネルルルギギギーーー ををを急急急速速速ににに失失失うううよよよううう設設設計計計さささ
れれれててていいいるるる。。。しししかかかししし、、、注注注意意意不不不足足足ややや地地地 面面面ののの刈刈刈
凹凹凹凸凸凸ののの状状状態態態、、、不不不規規規則則則ななな跳跳跳ねねね返返返りりり、、、ガガガーーードドドややや
カカカ バババーーーののの不不不備備備なななどどどののの悪悪悪条条条件件件ががが重重重なななるるるととと、、、
カカカッッッテテティィィンンングググ ユユユニニニッッットトトかかかららら異異異物物物ががが飛飛飛びびび出出出
すすす場場場合合合がががでででてててくくくるるる。。。

••• 人人人ややや動動動物物物ががが突突突然然然目目目ののの前前前ににに現現現れれれたたたららら直直直ちちち
にににリリリーーールルル停停停止止止｡｡｡

••• 周周周囲囲囲ににに人人人がががいいいなななくくくなななるるるまままでででははは作作作業業業ををを再再再
開開開しししななないいいこここととと。。。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
さささせせせるるる前前前ににに555 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間ををを
とととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停
止止止すすするるる前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャををを冷冷冷却却却しししままますすす。。。
こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが
発発発生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

エンジンを停止させる前にすべてのコントロー
ルを解除し、スロットルをSLOWに戻してくだ

さい。スロットルを下げればエンジン回転が
下がり、運転音も振動も小さ くなります。そ
の後にキーをOFFにしてエンジンを停止 させ
てください。

スススタタタンンンダダダーーードドド・・・コココンンントトトロロローーールルル・・・モモモ
ジジジュュューーールルル(SCM)(SCM)(SCM)
スタンダード・コントロール・モジュールは樹
脂によって完全封止された汎用制御モジュール
です。電子回路により機械の状態の制御と監視
を行い、機械を安全に動作させるために必要な
電子制御を実現しています。

モジュールは、入力信号として、ニュートラ
ル状態、駐車ブレーキ、PTO、エンジン始動、
バックラップ、オーバーヒートなどの情報を
取り込みます。そして、これらの入力情報に
対する応答として、PTOスイッチ、スタータ・
スイッチ、ETR（エンジン駆動ソレノイド）を
制御します。

モジュール表面は入力表示部と出力表示部に
分かれています。入力側の情報も出力側の情
報も回路基盤に搭載された緑色の LED で表
示されます。

エンジン始動回路のLEDはDC 12Vの通電で点灯
します。その他の入力表示回路は回路が閉じて
アースされた時に通電状態となります。どの入
力表示LEDも、その回路に通電があったときに
点灯します。これらの入力表示LEDは故障探究
のときに利用することが出来ます。

出力回路はそれぞれ所定の入力がそろった時に
通電状態となります。出力回路はPTO、ETR、
STARTの 3 種類です。各LEDによりそれぞれの
回路のリレー状態すなわちその回路の通電状
態がわかります。

出力回路が健全でも、出力装置そのものが健全
であることは保証できません。ですから電気系
統の故障探究を行う時には、出力LEDのチェッ
ク以外に各機器の通常のテストやワイヤハー
ネスの検査が必要になります。各機器のイン
ピーダンス測定、ワイヤハーネスをつないだ状
態（SCMで切り離した状態）でのインピーダン
ス測定、一時的な通電試験などを行ってみる
必要があるでしょう。

SCMは外部のコンピュータや診断機器に接続す
ることはできません。また、内部のプログラム
を改変することもできませんし、発生した故障
内容を記憶しておくこともできません。
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SCM上のLEDの説明は絵文字です。枠で囲まれ
た3 つが出力です。それ以外はすべて入力で
す。図 19に絵文字の意味を示します。

図図図 191919

1. 入力 5. 着席 9. 出力 13. 始動

2. バックラップ 6. PTO スイッチ 10. PTO 14. パワー

3. オーバーヒート時のエンジン
停止

7. 駐車ブレーキ OFF 11. 始動

4. オーバーヒート時の警告（使
用していない）

8. ニュートラル 12. ETR

SCMを使った故障探究手順は以下の通りです。

1. どの出力を調べたいのかを決める（PTO、始
動、ETR）。

2. 始動キーをONにして、赤い電源LEDが点灯
するのを確認する。

3. 各入力スイッチを操作して、対応する入力
LEDの点灯を確認する。

4. スイッチやレバーを操作して、調べたい出
力に必要な入力条件を作り出す。入力条件
は、次ページのロジック・チャートで調
べることができる。

5. 出力LEDが点灯しているのにその機器が作
動しない場合には、出力ハーネス、そこか

ら先の接続、機器そのものの故障が疑われ
る。必要時応じて修理する。

6. 出力LEDが点灯しない場合には、ヒューズ
（両方）を点検する。

7. 入力が正常なのに出力LEDが点灯しない場合
には、SCMを交換してみる。

チャートの各行（横列）は、その出力機能
に必要な入力の状態を示します。チャート
の左欄に、機能が示されています。各記号
は以下のような意味を表します： 通電、
閉じてアースされている、開いてアース
されている

注注注 -： 回路は閉じてアースされている。- LED 点灯

O： 回路は開いてアースされている - LED 消灯

+ 回路は通電している（クラッチ･コイル、ソレノイド、始動キー） LED 点灯

空白： そのロジックに無関係な入力
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故障探究手順は、まず、始動キーをON に
する（エンジンは始動しない）。不具合の
出ている機能を表の一番左の欄から探し出
す。その行を横に見ていくと、その機能に
必要な入力がわかるので、それぞれのLED
の点灯を確認する。

入力LEDに問題がなければ出力LEDを確認す
る。出力LED が点灯しているのにその機器
が作動しない場合には、機器に到達してい
る電圧、機器までの導通、アース回路など
を検査する。発見した故障内容に応じて修
理を行う。

ヒヒヒンンントトト

刈刈刈りりり込込込みみみははは芝芝芝ががが乾乾乾いいいててていいいるるる時時時ににに

刈り込みは、朝露を避けて遅めの午前中か、直
射日光を避けて午後遅くに行いましょう。露が
あると草がかたまりになりやすく、また刈り
たての草は強い直射日光に当たるとダメージ
を受けます。

条条条件件件ににに合合合っっったたた刈刈刈りりり高高高ののの設設設定定定ををを

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょ
う。草丈の1/3 以上は刈り取らないのが原則
です。成長期の密生している芝生では刈り高
設定をさらに一目盛り上げる必要があるかも
しれません。

定定定期期期的的的ににに刈刈刈りりり込込込むむむ

通常のシーズン条件では、４～５日に１回の刈
り込みが必要になるでしょう。しかし、草の
生長速度は色々な条 件によって左右され、一
定ではありません。例えば寒冷な地域では春
から初夏にかけての芝草の成長期に最も頻繁
な刈り込みが必要となり、成長速度の落ちる
夏には８ ～10日に１度ぐらいの間隔になると
思われます。悪天候などで定期的に刈り込む
ことができずに草丈が伸びてしまった場合に
は、刈り高を高くして１回刈り、2～3日 後に
刈り高を通常に戻してもう一度刈るようにす
るとき れいに仕上がります。

いいいつつつももも鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドををを使使使うううこここととと

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいで
す。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪く
し、また病気にもかかりやすくなります。

移移移動動動走走走行行行時時時のののラララッッッチチチののの使使使用用用にににつつついいいててて（（（グググラララ
ンンンドドドマママスススタタターーー 4700–D4700–D4700–D のののみみみ）））

長い距離を移動するとき、凹凸の激しい場所を
通るとき、トレーラなど載せて運ぶときは後部
にある 2 つの輸送用のラッチでカッティング
ユニットを固定してください。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検

きれいな刈りあがりを維持するために、芝刈り
作業が終わったらホースと水道水でカッティ
ングユニットの裏側を洗浄してください。刈
りカスがこび りつくと、刈り込みの性能が十
分に発揮されなくなります。

注注注 駐車するときには必ずカッティングユニッ
トを降下させてください。これにより、油圧系
統の負荷がなくなり、各部やパーツの磨耗が
少なくなるだけでなく、カッティングユニッ
トが不意に落下するなどの事故を防ぐことが
できます。

27



保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • ホイール・ナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 50 時間 • エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 200 時間
• プラネタリ・ギア･オイルを交換する。
• リア･アクスル･オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する

使用するごとまたは毎日

• エンジン・オイルの量を点検してください。
• 冷却系統を点検する。
• 油圧オイルの量を点検してください。
• タイヤ空気圧を点検する。
• インタロック・スイッチの動作を点検してください。
• 水セパレータの水抜きと異物の除去。
• エンジン部、オイル・クーラ、ラジエターを清掃する。
• 油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの
ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか十分に点検してください。

50運転時間ごと
• ベアリングとブッシュのグリスアップを行ってください。
• バッテリーの状態の点検

100運転時間ごと • オルタネータ・ベルトの磨耗と張りの点検

150運転時間ごと • エンジン・オイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• ホイール・ナットのトルク締めを行う。
• スパーク・アレスタ・マフラーを清掃する

400運転時間ごと

• エア・クリーナの整備を行う。（エア・クリーナのインジケータが赤色になったらその時
点で整備を行う。チリはホコリの非常に多い環境で使用しているときには頻繁な整
備が必要となる。）

• 燃料ラインとその接続の点検。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 定期的に点検します（オイル漏れが疑われたらすぐに油量を点検してください）。
• リア･アクスル･オイルを点検する。

800運転時間ごと

• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• プラネタリ・ギア･オイルを交換する。
• リア･アクスル･オイルを交換する。
• 後輪のトーインの点検を行う。
• 油圧オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する

長期保管前

• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 全部のボルトナット類を点検する。
• グリス注入部やピボット部全部をグリスアップする。
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。

1年ごと
• 燃料ラインとその接続の点検。
• プラネタリ・ギア･オイルを交換する。
• 後輪のトーインの点検を行う。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備にににつつついいいてててののの詳詳詳細細細はははエエエンンンジジジンンン・・・マママニニニュュュアアアルルルををを、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
にににはははカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作

ブレーキの動作

エンジン・オイルの
量を点検

冷却系統を点検

燃料・水セパレー
タの水抜き。

エアフィルタのイン
ジケータの表示。

ラジエター、オイ
ル・クーラ、スク
リーンの汚れ

エンジンからの異
常音。1

運転操作時の異
常音

油圧オイルの量を
点検

油圧ホースの磨耗
損傷を点検

オイル漏れなど

タイヤ空気圧を点
検する

計器類の動作

グリスアップ。2

塗装傷のタッチ
アップ

1. 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズ
ルを点検する。

2. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。
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定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

図図図 212121

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

フフフーーードドドののの外外外しししかかかたたた
フードを取り外すと、エンジン部へのアクセス
が楽になります。

1. ラッチ（図 22）を外し、フードを持ち上
げる。

図図図 222222

1. フードのラッチ

2. フードのピンの止め紐をはずしてピンを抜
き、フード・チューブを後ろにスライドさ
せる（図 23）。

図図図 232323

1. フードのピン

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

定期的に、全部のベア リングとブッシュにNo.2
汎用リチウム系グリスを注入します。通常の使
用では 50 運転時間ごとに行いますが、機体を
水洗いしたあとは整備間隔に関係なく直ちにグ
リスアップしてください。

グリスアップ箇所は以下の通りです：

• ブレーキ・シャフトのピボット・ベアリン
グ（5ヶ所）（図 24）

図図図 242424

• 後アクスル・ピボットのブッシュ（2ヶ所）
（図 25）

図図図 252525

• ステアリング・シリンダのボール・ジョイ
ント （2ヶ所）（図 26）
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図図図 262626

1. キングピンの上部フィッティング

• タイ・ロッドのボール・ジョイント （2ヶ
所）（図 26）

• キングピンのブッシュ（2ヶ所）(図 26)。
但但但しししキキキンンングググピピピンンン上上上部部部ははは111 年年年ににに111 回回回のののみみみ（（（ポポポ
ンンンプププ222 回回回押押押 ししし）））のののみみみとととすすするるる。。。

• 昇降アームのブッシュ（各デッキに1ヶ所）
（図 27）

図図図 272727

• 昇降シリンダのブッシュ（各デッキに2ヶ
所）（図 27）

• カッティングユニットのスピンドル・シャ
フトのベアリング（各カッティングユニッ
トに1ヶ所）（図 28）

図図図 282828

• カッティングユニットのキャリア・アーム
のブッシュ（各カッティングユニットに1ヶ
所）（図 28）

• 後ローラのベアリング（各カッティングユ
ニットに2ヶ所） （図 29 または 図 30）

図図図 292929

重重重要要要 ロロローーーラララ・・・マママウウウンンントトトのののグググリリリススス注注注入入入用用用溝溝溝
ととと、、、ロロローーーラララ･･･シシシャャャフフフトトト端端端部部部のののグググリリリススス注注注入入入穴穴穴ををを
そそそろろろえええててて注注注入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。ロロローーーラララ･･･シシシャャャフフフ
トトトののの片片片方方方ののの端端端部部部ににに合合合わわわせせせマママーーークククがががつつついいいててていいいままま
すすすのののででで、、、こここれれれををを利利利用用用すすするるるとととよよよいいいでででしししょょょううう。。。

注注注 ローラの注入部が面一フィッティングの
場合（図 30）は、グリスガン用ノズル・
アダプタが必要です。パーツ番号は P/N
107-1998。ご注文は Toro 代理店へ。

図図図 303030
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアア・・・クククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

エア･クリーナ本体にリーク原因となる傷がな
いか点検してください。破損していれば交換し
てください。吸気部全体について、リーク、破
損、ホースのゆるみなどを点検してください。

エア・クリーナの整備はインジケータ（図 31）
が赤色になってから行ってください。早めに整
備を行っても意味がありません。むしろフィル
タを外したときにエンジン内部に異物を入れて
しまう危険が大きくなります。

図図図 313131

1. エア・クリーナのインジケータ

重重重要要要 本本本体体体とととカカカバババーーーがががシシシーーールルルでででしししっっっかかかりりり密密密着着着ししし
ててていいいるるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだだ さささいいい。。。

1. ラッチを引いて外し、カバーを左にひねっ
てボディーからはずす（図 32）。

図図図 323232

1. エア・クリーナのラッチ 2. エア・クリーナのカバー

2. ボディーからカバーを外す。フィルタを外
す前に、低圧のエア（2.8 kg/cm2、異物を含
まない乾燥した空気）で、1次フィルタとボ
ディーとの間に溜まっている大きなゴミを

取り除く。高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。異異異物物物がががフフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部
へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

このエア洗浄により、1次フィルタを外した
時にホコリが舞い上がってエンジン部へ入
り込むのを防止することができる。

3. 1次フィルタ（図 33）を取り外して交換す
る。

エレメントを洗って再使用しないこと。洗浄
によってフィルタの濾紙を破損させる恐れ
がある。新しいフィルタに傷がついていな
いかを点検する。特にフィルタとボディー
の密着部に注意する。破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルル
タタタははは使使使用用用しししななないいい。。。フィルタをボディー内部
にしっかり取り付ける。エレメントの外側
のリムをしっかり押さえて確実にボ ディー
に密着させる。フフフィィィルルルタタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかか
いいい部部部分分分ををを持持持たたたななないいいこここととと。。。

図図図 333333

1. エア・クリーナの1次フィルタ

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタ（（（図図図 343434）））ははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは、、、111次次次フフフィィィルルル
タタタののの333度度度目目目ののの整整整備備備時時時ににに新新新品品品ににに交交交換換換しししままますすす。。。
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図図図 343434

1. エア・クリーナの安全フィルタ

4. カバーについている異物逃がしポートを清
掃する。カバーについているゴム製のアウ
トレット・バルブを外し、内部を清掃して
元通りに取り付ける。

5. アウトレット・バルブが下向き（後ろから
見たとき、時計の5:00と7:00の間になるよ
うに）カバーを取り付ける。

6. インジケータ（図 31）が赤になっている場
合はリセットする。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと

運転開始後50時間でエンジン・オイルの初回交
換を行い、その後は、150 運転時間ごとにオイ
ルとフィルタを交換してください。

1. ドレン・プラグ（図 35）を外してオイルを
容器に受ける。オイルが抜けたらドレン・
プラグを取り付ける。

図図図 353535

1. エンジン・オイルのドレン・プラグ

2. オイルフィルタ（図 36）を外す。新しい
フィルタのシールに薄くエンジン・オイル

を塗って取り付 ける。締めすぎないように
注意すること。

図図図 363636

1. エンジン・オイルのフィルタ

3. エンジン・オイルを入れる。運転操作 ,
19ページを参照。

スススロロロッッットトトルルルののの調調調整整整
スロットル・レバーがシート・ベースのスロッ
トに当たる前にエンジンのガバナ・レバーが低
速・高速固定ボルトに当たるように、スロット
ル・ケーブル（図 37）を調整します。

図図図 373737

1. スロットル・ケーブル
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷
えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。給給給油油油ははは
燃燃燃料料料タタタンンンクククののの首首首ののの根根根元元元かかかららら666～～～131313 mmmmmm 程程程
度度度下下下まままでででとととすすするるる。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇ししし
ててて燃燃燃料料料ががが膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよよううう
ににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保
存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるる
こここととと。。。

燃燃燃料料料タタタンンンククク
800運転時間ごと

長期保管前

燃料タンクは 800 運転時間ごとにタンクを空
にして内部を清掃してください。燃料系統が汚
染された時や、マシンを長期にわたって格納す
る場合も同様です。タンクの清掃にはきれいな
燃料を使用してください。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

1年ごと

400 運転時間ごと又は１年に１回のうち早い方
の時期に点検を行ってください。劣化・破損状
況やゆるみが発生していないかを調べてくださ
い。

ウウウォォォーーータタターーー･･･セセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備：：：
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

水セパレータ（図 38）の水抜きは毎日おこなっ
て異物を除去してください。フィルタは400運
転時間ごとに交換してください。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2. キャニスタ下部のドレン・プラグをゆるめ
て水や異物を流し出す。

図図図 383838

1. 燃料フィルタ・水セパレータ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬ
ぐう。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれい
に拭く。

5. ガスケットに薄くオイルを塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ
込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレン・プラグを締める。

燃燃燃料料料ピピピッッックククアアアッッップププ・・・チチチュュューーーブブブのののススス
クククリリリーーーンンン
燃料ピックアップ・チューブは、燃料タンク
の内部にあって、スクリーンで燃料を濾過し、
燃料系統への異物の進入を防いでいます。必要
に応じて燃料ピックアップ・チューブを取り外
し、清祥してください。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
1. 平らな場所に駐車する。燃料タンクに少な

くとも半分まで燃料が入っていることを確
認する。

2. ラッチを外してフードを開ける。

3. 燃料噴射ポンプについているエア抜きネジ
（図 39）をゆるめる。
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図図図 393939

1. 燃料噴射ポンプのエア抜きネジ

4. 始動キーを ON 位置に回す｡電動燃料ポンプ
が作動を開始し、エア抜きネジの周囲から
エアが漏れ出てくるのが確認される。キー
をON位置に保持したまま15秒間待つ。この
操作により、燃料に混入しているエアが燃
料タンクに逃がされる。ネジを締めてキー
をOFFに する。

注注注 通常は上記の操作でエンジンが始動でき
るようになります。もし始動できない場合
は、噴射ポンプと噴射ノズルの間にエアが
入っている場合がありますので、「インジェ
クタからのエア抜き」を参照してください。

イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
注注注 通常のエア抜きを行ってもエンジンが始動
できない場合に行います。通常のエア抜き手順
については「燃料系統からのエア抜き」 を参
照してください。

1. 燃料噴射ポンプの No.1インジェクタ・ノズ
ル（図 40）へのパイプ接続部をゆるめる。

図図図 404040

1. No.1インジェクタ・ノズル

2. スロットルをFAST位置とする。

3. 始動キーをSTART位置に回し、接続部から流
れ出 る燃料が泡立たなくなるのを待つ。
燃料が泡立たなくなったら、キーをOFFに
戻す。

4. パイプをしっかり締め付ける。

5. 残りのノズルからも同じ要領でエアを抜く。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電ととと接接接続続続

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. ラッチを外してフードを開ける。

2. バッテリー固定ストラップとカバー（図 41）
を外 す。

図図図 414141

1. バッテリー・カバー 2. バッテリー固定ストラップ

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああ
るるる硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを
皮皮皮膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意
すすするるるこここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目
ととと手手手ををを保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるる
よよよううう、、、必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててて
おおおくくくこここととと。。。

3. 充電器に接続し、充電電流を 3～4 A にセッ
トする。3～4 Aで4～8時間充電する。

4. 充電が終わったらチャージャをコンセント
から抜き、バッテリー端子からはずす。

36



充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに
火火火気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

5. 赤い（＋）ケーブルをバッテリーの（＋）
端子に、 黒いケーブル（－）はバッテリー
の（－）端子に固定する（図 42）ケーブ
ルはキャップスクリュとナットで各電極に
確実に固定すること。プラス端子が電極に
十分にはまり込んでいること、ケーブルの
配線に無理がないことを確認する。ケーブ
ルとバッテリー・カバーを接触させないこ
と。ショート防止のために（＋）端子にゴ
ムキャップをかぶせる。

図図図 424242

1. プラス・ケーブル 2. マイナス・ケーブル

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

6. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
（Grafo 112X: P/N 505-47）またはグリスを
薄く塗る。プラス端子にゴムカバーを取り
付ける。

7. バッテリーカバーを取り付ける。

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触 れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを
起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切
ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかかららら
マママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの手手手入入入れれれ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作
業業業ををを行行行ううう時時時にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナススス・・・ケケケーーー
ブブブルルルののの接接接続続続ををを外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 50 運転時間ごとまたは1週間に1度、バッテ
リーを点検してください。端子や周囲が汚れて
いると自然放電しますので、バッテリーが汚れ
ないようにしてください。洗浄する場合は、ま
ず重曹と水で全体を洗います。次に真水ですす
ぎ、。腐食防止のために両方の端子部にワセ
リン（Grafo 112X: P/N 505-47）を薄く塗っ
てください。

ヒヒヒュュューーーズズズ
全部で6本のヒューズを使用しています。ヒュー
ズはコントローラ・パネルの下に取り付けてあ
ります。ラッチを回してコントロール・パネ
ルのカバーを外し、必要なヒューズが見える
ようにする。
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図図図 434343

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

ホホホイイイーーールルル・・・ナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検すすす
るるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

200運転時間ごと

こここののの整整整備備備ををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら人人人
身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始後後後111～～～444時時時間間間ででで111回回回、、、まままたたた、、、888時時時間間間ででで111
回回回、、、 ホホホイイイーーールルル・・・ナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめををを行行行
ううう。。。トトトルルルククク値値値ははは 115115115～～～136136136 N.mN.mN.m （（（11.811.811.8 ～～～
13.8kg.m13.8kg.m13.8kg.m）））。。。そそそののの後後後ははは 200200200 運運運転転転時時時間間間ごごごととと
ににに締締締めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。

注注注 前ホイールナットは1/2-20 UNFネジです。
後ホイールナットはM12×1.5-6H（メートルネ
ジ）です。

プププラララネネネタタタリリリ・・・ギギギアアア･･･オオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

通常は400 運転時間ごとに点検します。外部へ
のオイ ル漏れが疑われたらすぐに点検してく
ださい。補給用には高品質のSAE 85W-140 ギア
オイルを使用してく ださい。

容量は約 500 ccです。

1. 平らな場所で、ホイールの点検/ドレン・プ
ラグ（図 44） が時計の2時または10時の位
置に来るように停止させる。

図図図 444444

1. 点検／ドレン・プラグ

2. プラネタリに付いているプラグ（図 44）を
抜く。ブレーキの後側で、プラグ穴の高さ
まで油量があればよい。

3. 必要に応じてオイルを追加する。プラグを
取り付ける

4. 機体の反対側でも同じ要領1－3で点検する。
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プププラララネネネタタタリリリ・・・ギギギアアア･･･オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

1年ごと

200運転時間で初回交換を行います。その後は
800運転時間ごと又は 1 年に 1 回のうち早い方
の時期に交換してください。補給用には高品質
のSAE 85W-140 ギアオイルを使用してく ださ
い。

1. 平らな場所で、ホイールの点検/ドレン・プ
ラグ（図 45） が一番下（時計の6時の位
置）に来るように停止させる。

図図図 454545

1. 点検／ドレン・プラグ

2. ハブの下に容器を置き、プラグを外してオ
イルを抜く。

3. ホイールの反対側のブレーキ・ハウジング
（図 46）の下にも容器を置く。

図図図 464646

1. ブレーキ・ハウジング 3. 点検プラグ

2. ドレン・プラグ

4. ブレーキ・ハウジングの下にある両方のプ
ラグを外してオイルを抜く。

5. オイルが全部排出されたら、ブレーキ・ハ
ウジングの下側のプラグを取り付ける。

6. 点検/ドレン・プラグが時計の2時又は10時
の位置にくるように駐車する。

7. 新しいSAE 85W-140オイルを入れる。容量は
500 cc。（穴が2 時または10 時の位置にあ
る状態で）穴のフ チまでオイルを入れる。
プラグを取り付ける。

8. 反対側のプラネタリ・ギア・アセンブリも
同様に作業する。

リリリアアア･･･アアアクククスススルルル･･･オオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

リア・アクスルには出荷時にSAE 85W-90 ギア・
オイルを注入しています。初めて使用する前お
よび 400 運転時間ごとに量を点検してくださ
い。。容量は2.4 リットルです。オイル漏れの
目視点検は毎日行ってください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. アクスルの一方の端部から点検用プラグ
（図 47）を抜き、穴の高さまで潤滑油があ
ることを確認する。量が不足の場合は、給
油プラグ（図 47）をはずして補給する。

図図図 474747

1. 点検プラグ 2. 補給プラグ

リリリアアア･･･アアアクククスススルルル･･･オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

初回のオイル交換は運転開始後 200時間で、そ
の後は、800運転時間ごとにオイル交換を行っ
てください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ドレン・プラグ（図 48；左右端に１個と中
央に１個、全部で3個ある）の周辺をきれい
に拭く。
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図図図 484848

1. ドレン・プラグの位置

3. オイルが抜けやすいように点検用プラグ（3
個）を 抜く。

4. 各ドレン・プラグからオイルを抜き、容器
で回収する。

5. プラグを取り付ける。

6. 点検穴から、新しい85W-90 オイルを入れ
る。容量 は2.4リットル。穴の縁まで入れ
ばよい。

7. 点検プラグを取り付ける

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調整整整
走行ペダルがニュートラル位置にあるときには
本機は停止していなければいけません。動きだ
すようでしたら調整が必要です。

1. 平らな場所に駐車し、、エンジンを停止さ
せ、速度コントロールをLOWレンジにセット
し、カッティングユニットを降下させる。
右ブレーキだけ踏んだ状態で駐車ブレーキ
を掛ける。

2. 車両の左側をジャッキアップして前輪を床
から浮かす。落下事故防止のためにジャッ
キ・スタンドでサポートする。

3. エンジンを始動しアイドル回転させる。

4. 前への動きを止めたい場合は、ポンプ・ロッ
ドの端部にあるジャム・ナットを回してポ
ンプ・コントロール・チューブ（図 49）
を前へ動かす。後への動きを止めたい場合
は、後へ動かす。

図図図 494949

1. ポンプ・ロッド 2. ポンプ・コントロール・チュー
ブ

5. 車輪の回転が止まったら、ナットを締めて
調整を固定する。

6. エンジンを停止し、右ブレーキ をゆるめ
る。ジャッキ・スタンドをはずし、機体を
床に下ろす。試験運転で調整を確認する。

後後後輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 1年ごと

800運転時間ごと

800運転時間ごと又は１年に１回点検を行って
ください。

1. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間
距離を測る（アクスルの高さ位置で計測）。
前での計測が 3 mm小さければ正常である。

2. 調整が必要な場合は、タイロッドのボール・
ジョイ ントのコッターピンとナットを外す
（図 50）。次に、タイロッドのボール・
ジョイントをアクスル・ケースのサポート
から外す。

図図図 505050

1. タイロッドのクランプ 2. タイロッドのボール・ジョイ
ント

3. タイロッド両側のクランプをゆるめる
（図 50）。

4. 外した方のボール・ジョイントを内側また
は外側に 1 回転させる。タイロッドの自由
端側のクランプを締める。
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5. タイロッド・アセンブリ全体を先ほどと同
じ方向 （内回しまたは外回し）に１回転さ
せる。タイロッドの接続端側のクランプを
締める。

6. アクスル・ケース・サポートのボール・ジョ
イント を取り付け、指締めする。トーイ
ンを計測確認する。

7. 必要に応じ、上記の調整手順を繰り返す。

8. 調整ができたらナットを締め、新しいコッ
ターピンで固定する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却シシシススステテテムムムののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

エンジン部、オイル・クーラ、ラジエターは毎
日清掃してください。汚れが激しければより頻
繁な清掃が必要です。

1. 後スクリーン（図 51）のラッチをはずし
て後部を開ける。スクリーンを丁寧に清掃
する。

注注注 蝶番のピンを抜けばスクリーンは外れ
ます。

図図図 515151

1. 後スクリーンのラッチ

2. オイル・クーラのラッチ（図 52）を回し
て外す。

図図図 525252

1. オイル・クーラのラッチ

3. クーラを後ろに傾ける。オイル・クーラとラ
ジエターの裏表を（図 53）圧縮空気で丁寧
に清掃する。機体の前側からエアを吹きつけ
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て後ろ側にゴミを吹き飛ばします。その後、
今度は後ろ側から前側に向かって吹きつけ
て清掃します。この作業を数回繰り返して
ごみやほこりを十分に落としてください。

図図図 535353

1. オイル・クーラ 2. ラジエター

重重重要要要 ラララジジジエエエタタターーーやややオオオイイイルルル・・・クククーーーラララををを水水水ででで洗洗洗
浄浄浄すすするるるとととサササビビビなななどどどががが発発発生生生しししやややすすすくくくなななりりり、、、機機機
器器器ののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななりりりままますすす。。。

4. オイル・クーラを元に戻し、スクリーンを
閉める。ラッチでフレームに固定し、スク
リーンを閉じる。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキ・ペダルの遊びが25 mm以上となった
り、ブレーキの効きが悪いと感じられるように
なったら、調整を行ってください。遊びとは、
ブレーキ・ペダルを踏み込んでから抵抗を感じ
るまでのペダルの行きしろを言います。

1. 左右のペダルが独立に動けるように、ブレー
キ・ペダルのロックピンを外す。

2. 行きしろを小さくするにはブレーキを締め
る：

A. ブレーキ・ケーブル（図 54）の端にあ
る前ナッ トをゆるめる。

図図図 545454

1. ブレーキ・ケーブル

B. 後ろナットを締めてケーブルを後ろへ引
く。行 きしろが12～25 mm になるように
調整する。

C. 調整ができたら前ナットを締める。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタ・・・ベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

オアウタネータのベルト（図 55）は100運転時
間ごとに点検します。

1. プーリとプーリの中間部分を5 kg で押さえ
た時に 10 mm程度のたわみがでるのがよい。

2. たわみが 10 mm 程度でない場合には、オル
タネータ取り付けボルト（図 55）をゆる
める。適当な張りに調整してボルトを締め
る。ベルトのたわみが適切に調整されたこ
とを確認する。

図図図 555555

1. オルタネータ 2. 取り付けボルト

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

通常は 800 運転時間ごとにオイルを交換しま
す。オイルが汚染されてしまった場合は油圧系
統全体を洗浄する必要がありますので、Toro 代
理店にご連絡ください。汚染されたオイルは乳
液状になったり黒ずんだ色なったりします。

1. エンジンを止め、フードを開ける。

2. 油圧オイル・タンクからケース・リターン・
ラインを外し、流れ出すオイルを大型の容
器に受ける。オイルが全部流れ出たらライ
ンを元通りに接続する。

3. タンクに油圧オイルを入れる。容量は約28
リットル である。「油圧オイルを点検す
る」運転操作 , 19ページを参 照。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用ししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるととと
シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

4. タンクにキャップを取り付ける。エンジンを
始動し、全部の油圧装置を操作して内部に
オイルを行き渡らせる。また、オイル漏れ
がないか点検して、エンジンを停止する。

5. 油量を点検し、足りなければディップス
ティックの FULLマークまで補給する。入れ
すぎないこと。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

油圧オイルのフィルタ（2個）は、最初の 200
運転時間で交換します。通常の使用条件では、
その後 800 運転時間ごとにフィルタを交換し
ます。

フィルタはToro 純正品を使用してくださ
い： カッティングユニット用（後）： P/N
94-2621、チャージ用（前）： P/N 75-1310）

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機
器器器ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニッ
トを下降させ、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬ
ぐう。フィルタ（図 56と図 57）の取り付け
部周辺をきれいにふき、下に廃油受けを用
意し、フィルタを外す。
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3. 新しいフィルタのガスケットに薄くオイル
を塗布し中にオイルを入れる。

図図図 565656

1. 油圧フィルタ

図図図 575757

1. 油圧フィルタ

4. 取り付け部が汚れていないのを確認する。
ガスケットがフィルタ・ヘッドに当たるま
で手で回して取り付け、そこから更に1/2
回転増し締めする。

5. エンジンを始動して２分間運転し、システ
ム内のエアをパージする。エンジンを停止
させ、オイル漏れがないか点検する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじ
れ、支持部のゆるみ、磨耗、フィッティングの
ゆるみ、風雨や薬品による劣化などがないか毎
日点検してください。異常を発見したら必ず運
転を行う前に修理してください。

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーーススス
ににに傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締
まままっっっててていいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかかららら
ははは作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶
対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力
ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直
ちちちににに専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののテテテススストトトポポポーーートトト
油圧回路試験実施用にテストポートがありま
す代理店に連絡するか、サービスマニュアルの
「試験」の項を参照してください。

テストポートＡ（図 58）は、右フレーム・レー
ルのフィ ルタ・マニホルドにあります。走行
回路のチャージ圧の測定用です。

図図図 585858

1. テストポートＡ（チャージ圧）

テストポートＢ（図 59）は、運転席下のカウ
ンタバランス・マニホルドにあります。走行
性能を高めるためにカッティングユニットに
掛けるカウンタバランス圧を測定するための
ポートです。

テストポートＣ（図 59）は、運転台の前アク
セス・パネ ルの内部の２輪駆動/４輪駆動マニ
ホルドの前部にあります。後アクスル（後退走
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行時）と後アクスルの油圧ダイナミ ック・ブ
レーキに掛ける４輪駆動用油圧を測定するた
めのポートです。

図図図 595959

1. テストポートＢ（カウンタバ
ランス）

2. テストポートＣ（４輪駆動）

テストポートＤ（図 60）は、運転席のシー
ト・プレートのポンプ・アセンブリ前部にあり
ます。ステアリングの油圧を測定するための
ポートです。

テストポートＥ（図 60）も、運転席のシー
ト・プレート のポンプ・アセンブリ前部にあ
ります。昇降回路の油圧を測定するためのポー
トです。

図図図 606060

1. テストポートＤ（ステアリン
グ）

2. テストポートＥ（昇降回路）

テストポートＦ（図 61）は、右デッキマニホ
ルド上面にあります。カッティングユニット
（#5、#2、#3）の油圧を測定するためのポー
トです。

テストポートＧ（図 61）は、左デッキマニホ
ルド上面にあります。カッティングユニット

（#1、#4）の油圧を測定するためのポートで
す。

図図図 616161

1. テストポートＦ（デッキ） 2. テストポートＧ（デッキ）

テストポートＨ（図 62）は、後退走行回路の
金属パイプ部にあります。後退走行時の油圧を
測定するためのポートです。

テストポートＩ（図 62）は、前進走行回路の
金属パイプ部にあります。前進走行時の油圧を
測定するためのポートです。

図図図 626262

1. テストポートＨ（後退） 2. テストポートＩ（前進）

カカカウウウンンンタタタバババララランンンスススののの調調調整整整
カウンタバランス・ダイヤル（図 63）を使っ
て、カウンタバランス回路の油圧を変えて調整
します。推奨油圧は43.6 kg/cm2 です。調整ダ
イヤル（図 63）を右に回すと圧力が上昇し、
左に回すと下がります。
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図図図 636363

1. カウンタバランス・ダイヤル 2. 走行補助バルブ

走行補助バルブ（図 63）はカウンタバランス
回路の油圧を高めたい時に使用します。推奨
油圧は、走行油圧が126 kg/cm 以上のときに
49 kg/cm2 です。調整ネジ（図 63）を右に回す
と圧力が上昇し、左に回すと下がります。

重重重要要要 調調調整整整ははは、、、トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトのののオオオイイイルルル
ががが通通通常常常ののの作作作動動動温温温度度度まままででで上上上昇昇昇しししてててかかかららら行行行っっってててくくく
だだださささいいい。。。

洗洗洗浄浄浄

スススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタ・・・マママフフフラララーーーののの整整整
備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

200 運転時間ごとに、マフラーにたまったカー
ボンの除去を行ってください。

1. マフラーの下側の掃除穴からパイプ・プラ
グを抜き出す。

マママフフフラララーーーががが熱熱熱くくくなななっっっててていいいるるるととと火火火傷傷傷ををを負負負ううう
おおおそそそれれれがががあああるるる。。。

マママフフフラララーーーののの周周周囲囲囲ででで作作作業業業ををを行行行うううととときききにににははは注注注意意意
すすするるるこここととと。。。

2. エンジンを掛ける。木片や金属の板で通
常の排気口 を塞いで排気が掃除穴から噴
出すようにする。カーボンが排出されなく
なるまで待つ。

掃掃掃除除除穴穴穴ののの真真真後後後ろろろににに立立立たたたななないいいこここととと。。。

必必必ずずず安安安全全全めめめがががねねねををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

3. エンジンを停止させ、パイプ・プラグを元
通りに取り付ける。
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保保保管管管
トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト
1. トラクションユニット、カッティングユニッ

ト、エンジンをていねいに洗浄する。

2. タイヤ空気圧を点検する；「タイヤ空気圧
を点検する」を参照。

3. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、
必要な締め付けを行う。

4. グリス注入部やピボット部全部をグリスアッ
プする。余分のグリスやオイルはふき取る。

5. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをか
け、タッチアップする。金属部の変形を修
理する。

6. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う：

A. バッテリー端子からケーブルを外す。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を
重曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセ
リン（Grafo 112X: P/N 505-47）を薄く
塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごと
に24時間かけてゆっくりと充電する。

7. カッティング･デッキの整備用ラッチを掛け
る（グランドマスター 4700-D のみ）。

エエエンンンジジジンンン
1. エンジン・オイルを抜き取り、ドレン・プ

ラグをはめる。

2. オイルフィルタを外して捨てる。新しいオ
イル・フィルタを取り付ける。

3. 新しいエンジン・オイルを入れる
（SAE 15W-40, CH-4, CI-4クラスまたはそれ
以上； 7.6 リットル）

4. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転
を行う。

5. エンジンを止める。

6. 燃料タンクから燃料を抜き取り、きれいな
燃料で内部を洗浄する。

7. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付
けを行う。

8. エア･クリーナをきれいに清掃する。

9. エア･クリーナの吸気口とエンジンの排気口
を防水テープでふさぐ。

10.冷却水（エチレングリコール不凍液と水と
のの 50/50 混合液）の量を点検し、凍結を
考慮して必要に応じて補給する。
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図図図面面面

電電電気気気回回回路路路図図図 --- GMGMGM 450045004500 (Rev.(Rev.(Rev. C)C)C)
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電電電気気気回回回路路路図図図 --- GMGMGM 470047004700 (Rev.(Rev.(Rev. C)C)C)
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油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. E)E)E)
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油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. E)E)E)
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保証条件および保証製品
Toro社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、 Toro社
およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造
上の欠陥 に対して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く
到達した時点までの品質保証を共同で実施いたします。この品質保
証の対象となった場合には、 弊社は無料で「製品」の修理を行い
ます。この無償修理には、 診断、作業工賃、部品代、運賃が含まれ
ます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保証請求の手続き
保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代
理店（ディストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連
絡をして頂くことが必要です。

連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある場
合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department 
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN  55420-1196 
952-888-8801 or 800-982-2740
E-mail: commercial.service@toro.com

オーナーの責任
「製品」のオーナーは、オーナーズマニュアルに記載された整備や
調整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、
保証が受けられないことがあります。

保証の対象とならない場合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となる
わけではありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはな
りません。

•	 Toroの純正交換部品以外の部品や弊社が認めていないアクサセ
リ類を搭載して使用したことが原因で発生した故障や不具合。

•	 必要な整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

•	 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使
用したことが原因で生じた故障や不具合。

•	 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥
があった場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレード、リール、ベッドナイフ、タイ
ン、点火プラグ、キャスタホイール、タイヤ、フィルタ、ベルト、ス
プレーヤの一部構成機器たとえばダイヤフラム、ノズル、チェッ
ク・バルブなどを言います。

•	 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条
件、汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤の使用
などが含まれます。

•	 通常の使用にともなう「汚れや傷」。通常の使用に伴う「汚れや
傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓など
に発生する汚れや傷を含みます。

部品
定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到
来するまで保証されます。

この保証によって取り外された部品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場
合により、弊社は部品の交換でなく再生による修理を行います。

その他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなり
ます。

両社は、本製品の使用に伴って発生しうる間接的偶発的結果的損
害、例えば代替機材に要した費用、故障中の修理関連費用や装置
不使用に伴う損失などについて何らの責も負うものではありませ
ん。両社の保証責任は上記の交換または修理に限らせていただき
ます。その他については、排気ガス関係の保証を除き、何らの明示
的な保証もお約束するものではありません。 商品性や用途適性に
ついての黙示的内容についての保証も、本保証の有効期間中のみ
に限って適用されます。

米国内では、間接的偶発的損害にたいする免責を認めていない州
があります。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認め
ていない州があります。従って、上記の内容が当てはまらない場合
があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国ま
たは地域によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場
合もあります。

エンジン関係の保証について：米国においては環境保護局（EPA）
やカリフォルニア州法（CARB）で定められたエンジンの排ガス規制
および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個に適用され
ます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されませ
ん。くわしくは、エンジンマニュアルまたはエンジンメーカーからの
書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

Toro 一般業務用機器の品質保証
２年間品質保証

•®

米国とカナダ以外のお客様へ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディ
ーラ）へおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場
合は本社へ直接お問い合わせください。
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